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ヘッドライン　第 28回化学教育フォーラム 
「新しい高等学校学習指導要領と化学教育」
　新しい教育課程が資質・能力の育成をベースとして進められており、高等学校においても
令和 4年度から新しい教育課程のもとでの授業が始まる。
　新学習指導要領のもとで、教科書はどう変わったか、授業の展開や評価はどう変わるの
か、高等学校の化学の授業に焦点を当て、高校化学に精通する大学の先生、高等学校の先生
方とともに、今後の展望を皆さんで考えたい。
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長与専斎と日本における感染症の歴史 香西豊子
「魔法の弾丸」研究プログラムと日本の科学者 廣野喜幸
野口英世・再考：偉人伝から研究倫理の対象に―そして再評価へ― 河野俊哉
戦前期の日本人科学者とノーベル賞：生理学・医学賞の事例から 岡本拓司

次号ヘッドライン 日本における感染症の歴史と化学

　茨城県立緑岡高等学校は，歴史と学問の府・水戸に昭和 37 年に全日制普通科と
して開校し，今年で創立 61 年を迎えます。昭和 44 年には理数科が設置され，理数
教育のパイロットスクールとしての役割を担ってきました。また，平成 25 年度よ
り文部科学省のスーパーサイエンスハイスクールの指定を受けています。今年度 2
期 10 年目を迎え，「論理的思考で主体的に探究できるサイエンスエキスパートと科
学的素養を備えたサイエンスサポーターの育成」に取り組んでいます。

表紙の言葉　茨城県立緑岡高等学校


